


空調・冷媒配管気密試験作業 

 
1. 概要 

高圧窒素富化ガス発生装置の供給圧（4.5MPa）の圧力を利用して高圧レギュレーターで 

試験圧力に吐出圧力を設定する事でボンベの作業は異なり圧力を少しずつ昇圧する事で 

配管のロー付け部に急激な負荷をかけない事と自動で装置が昇圧、昇圧様子を知らせ 

ますので昇圧作業をしている時は他の作業を行う事が出来工事の効率化が図れます。 

 

 

配管のロー付け作業に置いて銅パイプを加熱すると、パイプに焼けスケールが発生しますので、

窒素パージを行う事で、そのスケールの発生を防げます。本装置の低圧ポート(0.7MPa)から、

高純度を発生させる窒素ガス発生装置を連結して、その高

濃度(98％以上)の窒素ガスをパージガスとしてロー付け作

業を行う事で、配管内のスケールの発生を防止し、空調機

器の故障の原因を軽減いたします。 

 

                                     

 

 

 

                                                          

 

 

 

 

 

 

2. 作業手順 

  1.高圧窒素富化ガス発生装置の高圧ポートに高圧レギュレーターを取り付けます。高圧レギュ 

レーターのハンドルを減圧方向に閉めて装置の SW を ON して圧力を貯めます。 

  2.空調側のバルブが閉じている事を確認後、高圧レギュレーターのハンドルを吐出方向に回し 

レギュレーターの吐出側の圧力を見ながら試験圧力に設定します。 

  3.試験圧力に設定が完了したらレギュレーターのハンドルを固定し空調配管側のバルブを開き 

気密試験の昇圧作業を開始します。 

  4.空調配管内の圧力がレギュレーターで設定した規定圧力になると装置からの窒素の供給が 

止まりタンク内に蓄圧されます。タンク内圧力が 4.5MPa になりましたら装置が自動で止まり 

昇圧作業の完了となります。 

  5.昇圧完了後、バルブを閉じ気密保持の試験に入ります。  

 

                                           

高圧窒素富化ガス発生装置 

吐出圧力 4.5MPa 

窒素濃度 85%以上 

窒素吐出量 55NL/min 

気密試験作業用装置仕様 

高圧窒素富化ガス発生装置 

HND-4640B 

 空調冷媒配管 

専用ホース 

高圧ポート 

（気密試験用） 

減圧弁 

高圧ホース 














